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(4)学生アイディアコンテスト	 

	 

本年度は、13 組の参加者が競い合った。コンテストは、一人あたり 4 分間のショートプレゼンテーシ

ョンで自分のアイディアをアピールし、その後ポスターにより対話発表の場で審査員にさらにアピール

することにより理解を深めていただき、評価してもらった。本年度も昨年度同様、産学官連携 Day	 in	 電

通大のイベントとして行われ、学外から企業の方も多く訪れた。ポスターセッションでは、発表者の説

明や来場者からの質問で大変な熱気に包まれ、活発な討論がなされた。	 

審査員は、学外も含め 8 名の方々にお願いし、各アイディアについて新規性、独創性、奇抜性、実現

性、ビジネス性、プレゼンテーションなどの項目から総合的に評価していただき、入賞者を決定した。	 

入賞者には、研究費を支給し、実用化に結び付くよう研究開発を推進してもらい、開発結果を平成 27

年 6 月の産学官連携 Day の研究成果報告会にて報告してもらうこととなった。	 

	 

第 18 回	 学生・一般アイディアコンテスト	 

日	 時	 平成２６年６月４日（水）１３時～１６時	 

会	 場	 電気通信大学	 Ｃ棟２階２０１（ショートプレゼンテーション）	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 １階ロビー（ポスターセッション）	 

プログラム	 

	 

13：00～13：08	 

13：08～14：00	 

14：00～16：00	 

開会、審査員紹介	 

ショートプレゼンテーション	 

ポスターセッション	 

審査員	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

野見山	 紘一	 

池田	 謙伸	 

児玉	 幸子	 

野崎	 眞次	 

栗原	 聡	 

冨澤	 一郎	 

加古	 彰子	 

内田	 和男	 

株式会社工苑	 取締役会長	 

株式会社協同インターナショナル	 代表取締役社長	 

情報理工学研究科	 准教授	 

情報理工学研究科	 教授	 

情報理工学研究科	 教授	 

宇宙・電磁環境研究センター	 准教授	 

知的財産部門	 知的財産マネージャー	 

産学官連携センター	 ベンチャー支援部門長／	 

	 	 	 	 	 	 	 情報理工学研究科	 准教授	 

	 

第 18 回	 学生・一般アイディアコンテスト入賞者課題一覧・成果報告	 

	 テーマ	 氏	 名	 所	 属（平成 26 年度）	 

１位	 内鍵の有効・無効をリモートで切り

替えらえる徘徊高齢者対策鍵	 

山本	 峻丸	 情報システム学研究科	 

情報システム基盤学専攻博士前期２年	 

２位	 あいまいな情報提示によるイラス

ト練習補助システム	 

池野	 早紀子	 

	 

小野	 楓	 

情報理工学研究科	 

総合情報学専攻博士前期２年	 

情報理工学部知能機械工学科４年	 

３位	 世界の方向音痴を救う地図の無い

ナビゲーションシステム	 

『Waaaaay!（うぇーい！）』	 

堀内	 公平	 一般	 
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内鍵の有効・無効をリモートで切り替えられる徘徊高齢者対策鍵	 

代表者：山本	 峻丸（情報システム学研究科情報システム基盤学専攻博士前期課程２年）	 

 
1. 目的 

日本国内における認知症患者数は、65 歳以上人口の 8〜10%にのぼると言われている。認知症の主な
症状の 1つとして、記憶障害があり、記憶障害に端を成す典型的行動の一つが徘徊である。NHKの調査
によると 2012年の 1年間で認知症患者の行方不明者はのべ 9607人にものぼるというi

。 
徘徊高齢者問題は、家族の問題でもある。認知症患者が徘徊中に電車にはねられ死亡した事件で、家

族を有責として賠償を命じた判例もある
ii
。認知症患者の徘徊防止、もしくは家族が行動を把握できる仕

組みが求められていると言えよう。 
今回報告する「内鍵の有効・無効をリモートで切り替えられる徘徊高齢者対策鍵」（以下対策鍵）は、

認知症患者が家を出て行くことを防止することを目的とした提案である。 
2. システム利用の流れ 

本システムは、大きく分けて鍵（本体）と Android 用アプリにわかれる。本体は既存の玄関の内鍵に
被せて取り付け、アプリはスマートフォンにインストールして玄関ドアが見える位置に置く。また、こ

れとは別に、認知症患者以外の家族が持ち歩く認証タグ（Bluetooth LE対応の無線タグ）を必要とする。 
内鍵に被せられた本体は基本的に空回りするようになっているが、近くに認証タグが存在する場合は

空回りせず、鍵を開けることができるようになる。即ち、認証タグを持つ人はこれまで通りにドアを開

けたり閉めたりすることができる。 
しかし、認証タグが近くに存在しないにも関わらず内鍵が回された場合、認知症患者が家を出ようと

していると判断され、スマートフォンアプリにより、事前登録済みの番号へ電話が発信される。同時に

ドア付近を写真撮影し、同様に登録済のメールアドレスへ送信する。電話を受けた家族は、ドアの前に

いる認知症患者と会話をする。家を出ても問題無いと家族が判断した場合、電話で暗証番号を入力する。

システムが暗証番号を受け取ると、内鍵が有効になり、認知症患者が家を出ることができるようになる。 
3. 本体部構造 

本体部分は、右図のような構造になっている。待機状態ではロ

ック機構は円周の外側にある。このため、被せた本体部は空回り

する。その際、突起部分が凹み、バネ内のスイッチが押される（＝

患者が外出しようとしているとしてスマートフォンへ通知する）。 
一方で、暗証番号確認時・認証タグ存在時にはロック機構が円

中央部に存在するモータに寄って引き込まれ、突起部分が凹まな

くなる。これによって、本体部のつまみを回転させると内鍵のつ

まみを回転させることができるようになる。 
これらの機構は、Raspberry Piによって制御されている。 

4. Android 用アプリ構造 
今回、家族への通話・暗証番号認証機能と無線タグ検出機能について、専用機器を開発せず、スマー

トフォンのアプリという形で開発を行った。これは、専用品開発は電波法令に基づく技適を得ることが

難しいことと、スマートフォン低価格化により、専用品開発よりも開発コストが下げられるためである。 
家族の暗証番号入力を受け取るにあたっては、DTMF（電話のプッシュ音）を利用した。DTMFは、

4種類の低周波音と 3種類の高周波音の合成音により、0〜9と#、＊を表現することが可能であり、どん
な電話機でも送信することが可能であるため、家族が使う電話機側で特別な準備は不要である。例えば、

職場の電話機などでも使用可能だ。 
この DTMFをデコードし、アプリで予め登録された暗証番号と一致した場合には、Bluetoothシリア

ル通信により本体部へ内鍵有効化の指令を送る。 
 

 

i NHK, “NHK スペシャル"認知症８００万人"時代 行方不明者１万人～知られざる徘徊の実態～”, 
http://www.nhk.or.jp/special/detail/2014/0511/index.html, 放映 2014/05. 

ii 西日本新聞, “【傾聴記】認知症徘徊事故に賠償命令 社会で見守る態勢 急務”, 
http://www.nishinippon.co.jp/feature/life_topics/article/85676, 掲載 2014/05. 
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あいまいな情報提示によるイラストの練習補助システム 
代表者：池野	 早紀子（情報理工学研究科総合情報学専攻博士前期課程２年） 

小野	 楓（情報理工学部知能機械工学科３年） 

1. はじめに  

我々は，人間が自分で足りない部分を無意識に考えて補完するアモーダル錯視に着目した．本稿では，

イラストの練習技法のトレース、模写を組み合わせることにより練習時間を短縮させ，細部を把握，線

を考えながら描けるシステム Donut Drawingの実装と実験結果を報告する． 
2. システム構成  

システム図をエラー !  参照元が見つかりません。に示す．ペン先を中心として同心円状に，見本を
確認できない範囲(Drawing circle)と確認できる範囲(Checking circle)で構成される．ペン先が移動する
に従い，同心円状に構成された 2つの範囲も移動していく．またペン先の部分は隠れていることから，
最終的にどのような線を描くか考えて練習することができる．  
3. 実験  

提案手法によって，絵の上達が見られるか確認するため，実験を行った．実験には，液晶ペンタブレ

ット(Cintiq 13HD , Wacom)，PCを用いた．また，提案手法以外の描画ソフトにはペイントツール SAI
を用いた．被験者は，9名(男性 8名，女性 1名)だった．最初に被験者は，見本となるイラストを 1分
間観察した．その後，10分以内で見本のイラストを見ずに白紙のキャンバス(600×800pixel)に描いた．
次に，5分間見本のイラストを元に練習を行った．練習に用いた描画エリアは 500×600pixelであった. 
この時の練習は，見本を見ながら白紙のキャンバスに絵を描く模写，見本の上から線をなぞるトレース，

そして提案手法である Donut Drawing (Drawing circle: 50 pixel, Checking circle: 100pixel)の計 3種
類のうちの 1種類を行った．最後に，最初に描いたときと同様に見本のイラストを 10分以内で描いた．
実験結果を○○に示す．実験後の感想として，Donut Drawingを練習した被験者は，練習が楽しかっ
た，練習中，自分が絵を描くのが上手になった気がしたという感想を得ることができた．これは，自分

で最後の部分を描くが，補助により見本に近い線を描けることから，絵が上手になったと錯覚したと考

えられる． 

	  

図  1	 DonutDrawing	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図  2 実験結果  
4. 結論  

我々はイラストの練習の補助システムとして， Donut Drawingを提案した．今後は，より練習効果
があると考えられる Checking circleの範囲を選定していく予定である． 

10



 
世界の方向音痴を救う地図の無いナビゲーションシステム『Waaaaay!（うぇーい！）』	 

堀内	 公平（一般）  
 
	 

動機：	 

	 我々、合同会社方痴民(ほうちみん、「方向音痴日本民代表」の略)は 3人の方向音痴が集まり結成されたチ

ームです。私たちは現状の地図に不満を持っており、それを解決することを目的とした活動をしています。

現代におけるナビゲーションの代表的ソリューションといえば、スマートフォンの地図アプリです。地図ア

プリは高機能で便利ですが、方向音痴からすれば不必要な情報が多すぎる上に複雑すぎます。そもそも方向

音痴は地図が読めません。そこで我々は「いま必要な情報しか見せないナビ」こそが至高だと考え、それを

実現するナビゲーションシステムの開発を行っています。	 

	 

Waaaaay!について：	 

	 私たちは地図の無いナビゲーションシステム「Waaaaay!(うぇー	 い!)」を開発しました。本ナビ

ゲーションシステムは目的地の距離と方向のみを表示するため、利用者は地図を一切読む必要な

く直ちに目的地に向かって歩き始めることができます。また、歩き始めてからは画面上部の目的

地までの残り距離が減っていく様子をリアルタイムに確認できるため、常に「目的地に近づいて

いる」という安心感が得られます。	 
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業績報告	 

1）成果物  

Ø iOSアプリ『Waaaaay!』をリリース 

− https://itunes.apple.com/app/id792381884?mt=8 

Ø Androidアプリ『Waaaaay!』をリリース 

− https://play.google.com/store/apps/details?id=com.waaaaay 

 

2）受賞、表彰、実績  

Ø NTT Docomo主催 第 2回 Developer Application Contestで Vusix賞を受賞 

Ø Yahoo! Japan インターネットクリエイティブアワード 2015でイノベーション部門ブロンズ賞を受賞 

Ø スマホアプリの総合利用者数が 50万人を突破 

Ø 合同株式会社方痴民を設立 

 

3）取材  

Ø 日本経済新聞本紙に紹介記事が掲載される 

Ø 日本テレビのニュース番組「ズームイン！！サタデー」にて単独インタビューが放映される 

Ø 週刊朝日に紹介記事が掲載される 

Ø 日本最大のアプリ紹介サイト AppBankに神アプリに認定される 

http://www.appbank.net/2014/05/24/iphone-news/815048.php 

Ø ラジオ番組「AKB48高城亜樹のフライデートリップ FM Tokyo」で紹介される 

Ø 日経産業新聞に紹介記事が掲載される 

Ø Gizmodoに紹介記事が掲載される 

http://www.gizmodo.jp/2014/09/waaaaayuberapi.html 

Ø 米国メディア「ProductHunt」に掲載 

http://www.producthunt.com/posts/waaaaay 

Ø イタリアメディア「tuttoandroid」に掲載 

http://www.tuttoandroid.net/applicazioni/waaaaay-addio-mappe-arrivate-a-destinazione-seguendo-

una-freccia-233274/ 

Ø 雑誌「週刊アスキー」にて社会人必携アプリとして紹介される 
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	 (5)ベンチャー・事業化シーズ創出支援事業	 

	 

平成２６年度	 ベンチャー・事業化シーズ創出支援事業採択者	 研究成果報告	 

事業化研究開発課題	 代表者	 

１	 視覚障害者のための周囲奥行き環境の画的把握を可能とする低コス

ト視触覚変換装置の開発	 

情報理工学研究科	 准教授	 

梶本	 裕之	 

２	 マイコン制御を用いた水耕栽培システムの開発	 情報理工学研究科	 教授	 

佐藤	 証	 

３	 電源遮断スリープ機能を持ったセンサネットワークシステムと農業

生産向上への開発	 

情報理工学研究科	 教授	 

石橋	 孝一郎	 

４	 複合金属酸化物デバイス作製装置用プラズマ源の開発	 情報理工学研究科	 教授	 

一色	 秀夫	 

５	 MOVPE 成長酸化物半導体及び窒化物半導体のハイブリッド化による

高機能紫外光 LED 事業化に関する研究開発	 

情報理工学研究科	 教授	 

野崎	 眞次	 

６	 センサ・無線を組み込んだボールで開拓する未来のエンターテイン

メント	 

情報理工学研究科	 准教授	 

児玉	 幸子	 
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視覚障害者のための周囲奥行環境の画的把握を可能とする低コスト視触覚変換装置の開発	 

代表者：梶本	 裕之（情報理工学研究科	 准教授）	 
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ICT 技術を用いた高性能水耕栽培システムの開発	 

代表者：佐藤	 証（情報理工学研究科	 教授）	 
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電源遮断スリープ機能を持ったセンサネットワークシステムと農業生産向上への活用	 

代表者：石橋	 孝一郎（情報理工学研究科	 教授）	 

⽬目的：センサネットワークによる安⼼心安全、
持続可能な社会を実現。

⼿手段：
１）環境中のエネルギーを集めてセンサを
動作させる「エナジーハーベストセンサノー
ドモジュール」
２）電源遮断電⼒力力を低減した中継器

図２ ネットワークシステム構成

・EnOcean モジュールが電力
は外部の小さな太陽電池や温
度差発電によってエネルギー
を供給

・WiSUNモジュールで中継基
板の動作電力低減
・電源遮断で中継基板のス
リープ電力低減

動作展示：先進理工学専攻 石橋孝一郎 研究室 西2号館 302	 号室

製造元：株式会社ワイヤレスコミュニケーション研究所

図２ ネットワークシステム構成

EnOceanモジュール
＋

温湿度センサ
放射線量計 中継基板 Gatew ay基板

A C

図１ センサネットワークによる安⼼心安全な社会

図３ ネットワークシステムと動作状況
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複合金属酸化物デバイス作製装置用プラズマ源の開発	 

代表者：一色	 秀夫（情報理工学研究科	 教授）	 
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MOVPE 成長酸化物半導体及び窒化物半導体のハイブリッド化による高機能紫外光 LED 事業

化に関する研究開発	 

代表者：野崎	 眞次（情報理工学研究科	 教授）	 
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センサ・無線を組み込んだボールで開拓する未来のエンターテインメント	 
研究代表者：児玉幸子（情報理工学研究科	 准教授）	 

研究者：佐藤俊樹（情報システム学研究科	 助教）	 

	 

2015 年４月、メーカーと特許を共同出願。開発進行中！ 
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